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図1　5D World Map System と SPAモデルによる
　　　   環境観測・分析・可視化・知識共有環境の実現8
2018年8月、国連アジア太平洋経済社会委員会
（UN-ESCAP）と慶應義塾大学 KEIO MDBL は、5D 
World Map System を活用したキャパシティ・ビ
ルディングのための知識共有・分析ツールの共同
開発について合意覚書（MOA）を締結した。KEIO 
MDBL は UN-ESCAP とのパートナーシップにより、
Environment and Development Division（EDD） お
よび ICT and Disaster Management Division（IDD）
との共同研究を進めており、すでに、5次元世界地図




UN-ESCAP SDG HELP DESK に活用されている24。
　図2　5D World Map System を活用した
　 SDGs 観測・分析・可視化・知識共有環境の実現
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図3　5D World Map System の概念図
図4　環境関連マルチメディア・センサーデータを
　　　　　 対象とした5D World Map System 適用例
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